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　産業会で活躍されているＯＢ企業人が、希

望に燃える新入生とその父兄に語りかける特

別講演会も今年で4回目を迎えた。長島 徹・帝

人会長（W40）、鈴木泰信・NTN会長（K34）、

牛込 進・TYK会長（Y33）と紡がれた糸は、

水嶋敏夫・トヨタ車体会長（M42）へと託さ

れた。講演に先立ち、髙橋 実学長から講演会

の趣旨説明と講師紹介がなされたのち、掲題

の講演がなされた。以下にその概要を記す。

　講演者ご自身による簡単な ｢自己紹介、ト

ヨタ車体株式会社の概要紹介｣ に始まり、｢日

本の自動車産業の状況と課題｣、｢トヨタ生産方

式とトヨタの経営｣、そして ｢新入生への期待」

について、わかりやすい言葉で丁寧な解説が

なされた。会社概要については詳細な記述は

省略するが、トヨタ車体株式会社における名

古屋工業大学卒業生の在籍者数は213名にのぼ

り、出身大学別ではトップの位置を占めており、

各部門で活躍していることが紹介された。

　続いて、｢日本の自動車産業の状況と課題」

について、日本全体の就業人口のうち､ 自動

車関連の就業人口が約1割（8.5%）を占めて

いること、また自動車の輸出額が輸出全体の

18.7%を占めていることから、日本における自

動車産業の位置づけ､ 重要性について説明が

なされた。

  　また、自動車の販売・生産について、国内

市場の成熟や海外での現地生産化を受け国内

生産台数が減少する中、産業の空洞化を防ぐ

べく国内での生産を維持することが課題であ

るとしつつ、一方では新興国を中心とした海
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外生産への対応も重要であり、グローバル人材

の確保、育成が課題であるとの認識が示された。

　更には、世界市場という観点から、日本では

一台あたりの人口が2.2人と成熟しているもの

の、中国では53人、インドでは117.7人と、ま

だまだ伸びることが期待できる成長産業である

との認識も披瀝された。

　一方で自動車産業が抱える課題として、環境

に配慮したパワートレインの開発や情報技術の

活用による車両安全性の向上などが示され、そ

れぞれについての解説もなされた。

　次いで、「トヨタ生産方式とトヨタの経営」

について、講演者の経験を交えながら新入生、

父兄にも分かりやすい言葉で解説がなされた。

まず、企業としての国際競争力を確保するため

に、大切なこととして、品質･価格の視点から

具体的な事例を交え「より良い品質のものをよ

り安く」作ることの必要性と、そのための原価

低減について話された。
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   そして、トヨタ生産方式が生まれた歴史、ト

ヨタ生産方式とは徹底したムダの排除であるこ

と、そのムダ排除に向けたトヨタ生産方式の２

本の柱である「ジャストインタイム」、「自働化」

について絵、ビデオを用いて分かりやすい説明

がなされた。（絵､ ビデオについては省略）

 【ジャストインタイムとは】

ジャストインタイムとは必要なものを必要な時

に必要なだけ作ることにより在庫を減らし、管

理コストを削減するとともに、在庫のかげに隠

れている問題を顕在化させることをねらったも

のである。

 【自働化とは】

ニンベンのついた自働化とは機械､ 作業に異常

が発生した時､ 自働的に機械･生産ラインを止

め、不良品を作らない、後工程に送らないこと

をねらったものである。　との説明がなされた。

 　続いてトヨタの経営上の信念として10項目

からなる「トヨタウェイ（私たちの心構え）」

が示され、その中から現地現物､ 改善､ 人材育

成について、その心、意図するところが語られ、

その大切さを訴えかけられた。

　まず、現地現物については、｢現場｣で｢自分

の目｣で現物を見て｢事実｣を確認し､５WHY

（なぜなぜ）で真因を追究することの大切さ。

　次に、改善については、｢ムリ､ ムダ､ ムラ｣

のある仕事をなくし、より付加価値(やりがい)

のある仕事に変えていくことが改善であり、人

を大切にする「人間尊重」の思想が改善のベー

スにあること。また、改善は無限であり、改善

を止めた時点で企業の成長が止まること。

  そして、人材育成については ｢モノづくりは

人づくり｣ であり、｢企業は人生における最大

の教育の場｣ であることが話された。
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　講演の締めくくりとして、経済環境は厳しい

状況にあるが、日本の進むべき道は「ものづく

り立国」であると考えており、そのためには、

世界一良い製品を世界一安く作り続ける必要が

ある。厳しい環境ではあるが、新製品開発、生

産技術革新、新技術開発など日本でのモノづく

りを何としても守り抜く必要がある。

 この困難を競争力を磨くチャンスと捉え、世

界に目を向けて国を支える気概を持って一緒に

「ものづくり」立国、日本再生に向けて頑張ろ

う！

と、強く訴えかけられた。

講師略歴：

昭和42年　本学工学部　機械工学科卒業

昭和42年　トヨタ自動車工業株式会社

　　　　　（現 トヨタ自動車株式会社）入社

平成10年　同社　取締役

平成13年　同社　常務取締役

平成15年　トヨタ車体　取締役副社長

平成17年　同社　取締役社長

平成22年　同社　取締役会長（現在に至る）

 　最後に、「世界で活躍する技術者を目指して」

という副題をつけた『皆さんへの期待』が４つ

の視点から新入生に熱っぽく語られた。    

名誉博士号授与
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名古屋工業会の代議員候補者について
理事長　篠田陽史

　平成24年5月26日開催の第46回名古屋工業会通常総会において、一般社団法人の定款案及び関係規則

案が承認されたため、平成25年4月1日に一般社団法人へ移行するための認可申請を行います。

　移行認可され設立登記した場合、平成25年度の総会は代議員で構成する第1回定期総会となるため、

代議員候補者を募集しますので、立候補する方は以下に留意の上事務局まで届け出てください。

留意事項

１．代議員の数は、支部別に別表（本誌 17ページ）の通りです。

２．代議員候補者は以下の２種類で、⑴と⑵の合計数が支部別の定員を超過した支部について、当該

支部の正会員（行方不明者及び３年を超える会費未納者を除く）による投票により決定します。

今回の募集は⑵の分です。

⑴支部長が選考する者

⑵立候補する者

３．代議員立候補者の要件

⑴各支部に所属する名古屋工業会の正会員で、3年を超える会費未納者を除いた者

⑵所属する支部の正会員10名以上の推薦がある者

４．立候補の届け出

立候補を予定する者は、名古屋工業会事務局まで電話、FＡXまたはE-mailで連絡し、必要書類を

受理すること。

５．期限

平成24年9月30日

（注）正会員とは、終身会員及び年会費を納める年度会員を指す。

連絡先

　　名古屋工業会事務局　〒466-0062　名古屋市昭和区狭間町4

　　電話 052－731－0780　E-mail : gokiso@lime.ocn.ne.jp

（前回の答え）




